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「
春
望
」
を
通
し
て
見
た
杜
詩
五
律
の
対
句
に
つ
い
て
の
考
察

加＊

龍

秀

明

第26巻

　
重
岡
の
律
詩
（
広
義
の
意
味
で
の
律
詩
で
五
言
詩
が
多
く
見
ら
れ
る
）
は
、
そ
の
形
式
・
内
容

に
お
い
て
い
ま
だ
完
全
と
は
言
い
難
く
、
南
北
朝
の
聖
堂
文
の
流
れ
を
汲
ん
で
、
外
面
的
・
言
語

的
装
飾
に
よ
る
美
辞
麗
句
が
多
い
。
時
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
そ
の
サ
ロ
ン
的
な
風
潮
は
、
漸
次

姿
を
潜
め
個
性
に
満
ち
た
詩
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
盛
唐
に
入
る
と
、
王
維
は
、
そ
れ
ま
で
の
自

然
美
の
包
括
的
・
抽
象
的
賛
歌
か
ら
、
そ
の
個
性
美
を
デ
リ
ケ
ー
ト
な
感
覚
で
表
現
し
、
更
に
同

時
代
の
詩
人
た
ち
は
、
人
間
生
活
に
よ
り
強
い
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
対
象
が
自
然
で
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
ま

人
事
で
あ
れ
、
そ
の
生
命
力
の
逞
し
さ
を
情
熱
的
に
奔
放
に
歌
っ
た
の
が
李
白
で
あ
り
、
そ
の
誠

実
さ
故
に
国
家
を
憂
え
、
社
会
の
矛
盾
に
浮
沈
す
る
自
己
の
姿
を
嘆
き
訴
え
た
の
が
杜
甫
で
あ
っ

た
。
こ
の
盛
唐
の
詩
人
（
今
日
、
安
禄
山
の
乱
を
境
に
盛
唐
・
中
唐
の
区
切
り
と
す
る
説
が
有
力

で
、
そ
の
意
味
で
は
中
唐
の
詩
人
と
呼
ぶ
べ
き
か
）
杜
甫
の
出
現
は
、
ま
さ
し
く
近
体
詩
（
広
義

の
律
詩
）
の
確
立
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
。
今
こ
こ
に
律
詩
の
完
成
者
杜
甫
の
、
最
も
人
口
に

脚
処
ず
る
「
春
望
」
を
例
示
し
・
そ
の
各
職
（
対
句
に
重
点
を
置
く
）
の
解
説
を
通
し
て
杜
詩
五

律
の
全
般
に
渡
っ
て
、
対
句
の
特
色
の
考
察
を
試
み
た
い
。
今
少
し
く
言
葉
を
加
え
る
と
、
　
「
讃

杜
心
解
」
　
（
清
・
浦
起
龍
）
に
よ
れ
ば
、
杜
甫
の
詩
数
｝
四
五
七
首
の
約
六
割
強
が
近
体
詩
で
、

そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
（
次
の
数
字
は
単
数
を
示
す
）

　　　　　薦，

古
体
詩
0
4

　
　
　
4灘
∴
慌
樺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

五
言
律
詩
3
0

　
　
　
　
6

七
言
律
詩
5
0

　
　
　
　
1

右
の
如
く
、
五
律
（
八
句
）
の
全
体
に
占
め
る
比
率
が
極
め
て
大
き
く
、
杜
甫
が
最
も
重
点
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う
き
よ
う

置
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
故
に
五
律
に
視
点
を
合
わ
せ
た
。
又
「
文
心
雛
龍
」
　
（
梨
・
劉
翻
）
の

麗
辞
に
対
句
の
重
要
性
を
説
き
、
六
朝
・
唐
代
の
詩
文
の
評
論
た
る
「
文
鏡
秘
府
論
」
　
（
空
海
）

の
南
篇
に
「
…
…
故
梁
朝
開
東
王
詩
評
云
、
作
詩
不
等
、
本
書
吼
文
、
不
名
工
詩
。
」
と
ま
で
あ

る
よ
う
に
、
当
時
詩
人
が
律
詩
の
生
命
た
る
対
句
に
い
か
に
心
を
致
し
た
か
を
思
い
、
そ
の
修
辞

面
に
限
っ
て
、
　
「
春
望
」
を
借
り
て
そ
の
特
色
を
具
体
的
に
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。

春
　
望

●
　
■
　
O
O
■

國
破
山
河
在

廊
勧
恥
わ
灘

　
　
　
　
　
　
　
　

感
時
花
型
涙

薬
嚢
働

　
　
　
　
　
　
　
　

峰
火
脚
三
月

豹
無
量

　
　
　
　
　
　
　
　

白
頭
掻
更
短

濁
禦
脚
⑳

国
破
れ
て
山
河
在
り

連
用
に
し
て
草
木
深
し

時
に
感
じ
て
は
花
も
涙
を
騰
ぎ

別
れ
を
恨
ん
で
は
鳥
も
心
を
驚
か
す

峰
火
三
月
に
連
ら
な
り

　
　
　
　
　
あ
た

家
書
万
金
に
昇
る

　
　
か

白
頭
掻
け
ば
更
に
短
か
く

澱
て
鰍
に
縢
え
ざ
ら
ん
と
欲
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
平
声
・
・
灰
声
・
◎
脚
韻
）

　
こ
の
詩
は
、
至
徳
二
年
春
三
月
、
杜
甫
四
十
六
才
、
安
禄
山
の
乱
に
て
賊
軍
の
手
に
捕
虜
と
し

て
長
安
に
あ
っ
た
時
の
作
で
あ
る
。
律
詩
の
条
件
と
し
て
、
韻
律
挿
ま
ず
脚
韻
で
あ
る
が
、
偶
数

句
末
に
深
・
心
・
金
・
箸
と
「
樽
入
」
下
平
声
二
十
一
侵
に
よ
り
押
韻
し
、
押
韻
せ
ぬ
奇
数
句
は

全
て
灰
字
に
て
終
る
。
平
灰
関
係
（
二
四
不
同
・
反
法
・
粘
法
・
孤
平
・
下
三
平
な
ど
の
関
係
）

も
よ
く
、
加
え
て
第
二
聯
（
頷
聯
）
・
第
三
聯
（
頸
聯
）
は
対
句
表
現
と
な
り
、
《
こ
の
詩
で
は

第
一
聯
（
首
聯
）
も
対
句
》
完
壁
な
五
言
律
詩
と
言
い
得
る
。
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と
こ
ろ
で
、
今
日
何
故
こ
れ
程
ま
で
に
こ
の
「
春
望
」
の
詩
が
人
口
に
胎
灸
し
て
い
る
の
か
。

そ
れ
に
は
当
然
そ
れ
な
り
の
意
味
が
存
在
す
る
。
そ
の
表
現
の
内
に
潜
む
意
味
内
容
が
普
遍
的
な

人
生
の
悲
哀
を
語
り
、
人
々
に
感
動
を
誘
発
せ
し
め
る
。
こ
れ
は
詩
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
一
般
に
容
易
に
理
解
さ
せ
得
る
外
面
的
用

語
上
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
一
体
、
杜
甫
の
五
律
の
中
で
こ
の

詩
「
春
望
」
は
、
彼
の
五
律
の
詩
の
一
般
的
傾
向
と
同
じ
と
は
認
め
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ

に
は
理
解
し
難
い
語
句
が
全
く
見
当
ら
ず
、
文
字
通
り
に
解
釈
し
得
る
平
易
さ
が
あ
る
。
案
外
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

人
口
臆
灸
の
一
因
が
内
容
と
相
挨
っ
て
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思

わ
れ
る
。

　
さ
て
、
杜
甫
五
聖
の
難
解
表
現
と
い
う
こ
と
に
触
れ
た
が
、
彼
の
五
号
中
の
難
解
用
語
と
し
て

の
一
つ
に
、
人
名
・
地
名
を
含
む
典
故
の
使
用
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
然
対
句
表
現

の
中
に
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

登
寛
州
城
槙

東
郡
趨
庭
日

南
模
縦
目
初

浮
雲
連
海
岱

平
野
入
青
徐

孤
瞳
秦
碑
在

荒
城
魯
殿
余

從
來
多
古
意

臨
眺
掲
躊
躇

　
　
　
　
は

東
郡
庭
に
趨
す
る
の
日

　
　
　
ほ
し
い

南
楼
目
を
縦
ま
ま
に
す
る
初
め

　
　
　
　
た
い

浮
雲
は
海
岱
に
連
ら
な
り

平
野
は
青
徐
に
入
る

し
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

孤
峰
に
は
秦
碑
在
り

　
　
　
　
　
　
き

荒
城
に
は
魯
殿
余
る

従
来
古
意
多
し

　
　
　
　
　
ち
ゅ
う
ち
ょ

臨
眺
し
て
独
り
躊
躇
す

　
右
の
詩
の
第
一
聯
「
東
郡
趨
庭
日
、
南
榑
縦
目
初
」
の
対
句
に
つ
い
て
は
、
　
「
論
語
」
の
季
氏

篇
に
見
え
る
典
故
「
・
…
…
：
、
鯉
趨
而
過
庭
、
…
…
…
」
の
知
識
な
く
し
て
理
解
し
難
く
、
第
二

聯
の
「
海
岱
」
　
（
東
方
の
海
と
泰
山
）
・
「
青
徐
」
（
青
州
と
鹿
町
）
の
地
名
の
対
語
も
「
尚
書
」

の
禺
貢
篇
「
海
・
岱
惟
青
州
、
…
…
…
」
、
　
「
海
・
岱
及
准
惟
徐
州
、
…
…
…
」
に
基
づ
く
表
現

で
あ
る
。
又
、
第
三
聯
の
「
秦
碑
」
・
「
魯
殿
」
の
地
名
を
含
む
対
語
も
歴
史
の
知
識
を
必
要
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
典
故
を
踏
ま
え
た
対
語
表
現
の
多
用
が
杜
詩
五
律
の
対
句
に
見
ら
れ
る
。
こ

こ
に
そ
の
例
を
少
し
く
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う

賞
誉
宣
室
召
　
　
　
寛
に
宣
室
の
召
無
く

　
　
　
　
　
　
　
い
た
ず
ら

徒
有
茂
陵
求
　
　
　
徒
に
馬
歯
の
求
め
有
り

　
　
（
過
故
斜
念
校
書
荘
二
首
の
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ぎ

「
宣
室
召
」
は
漢
の
買
誼
の
故
事
、
　
「
茂
陵
求
」

は
漢
の
司
馬
相
如
の
故
事

日
薫
習
急
呈
　
　
　
日
に
習
池
の
酔
有
り

耳
隠
梁
父
吟
　
　
　
愁
い
来
た
れ
ば
護
憲
の
吟
を
す

　
　
（
初
冬
）

「
習
池
辞
」
は
膏
の
山
簡
の
故
事
、

「
梁
三
吟
」
は
諸
葛
亮
の
愛
吟
詩

又
、
典
故
は
別
と
し
て
も
対
句
中
に
人
名
・
地
名
の
対
語
を
使
用
す
る
場
合
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

清
新
庚
開
府
　
　
　
清
新
な
る
は
庚
開
府

俊
逸
飽
参
軍
　
　
　
嚇
灘
な
る
は
鱈
参
軍

　
　
（
春
日
憶
李
白
）

雲
薄
翠
微
寺
　
　
　
雲
は
薄
し
翠
微
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

天
清
皇
子
肢
　
　
　
天
は
清
し
皇
子
肢

　
　
（
重
過
何
氏
五
首
の
二
）

眠
嶺
南
螢
北
　
　
　
畷
嶺
南
蛮
の
北

徐
關
東
海
西
　
　
　
徐
関
東
海
の
西

　
　
（
送
舎
弟
穎
赴
齊
州
三
首
の
｝
）

照
乱
塾
警
急

過
朧
自
銀
面

　
　
（
夕
峰
）

三
月
來
多
病

荊
螢
去
幾
年

秦
を
照
ら
し
て
警
急
を
通
じ

ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん

朧
を
過
ぐ
る
は
自
ら
銀
難

は
し
よ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
へ
い

巴
蜀
に
来
っ
て
多
病
な
り

げ
い荊
蛮
に
去
る
は
幾
年
ぞ

2一147一



「春望」を通して見た杜詩五律の対句についての考察第26巻

（
一
室
）

　
特
に
地
名
の
対
語
を
含
む
対
句
の
多
用
は
杜
詩
型
律
の
特
色
と
見
て
よ
く
、
五
律
六
三
〇
首
中

そ
の
数
一
〇
〇
余
輩
を
数
え
る
。
と
こ
ろ
で
何
故
か
か
る
語
句
を
好
ん
で
使
用
し
た
の
か
。
次
に

一
例
を
挙
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
か
　
　
ゆ
う
べ

愁
思
胡
茄
夕
　
　
　
愁
思
す
胡
茄
の
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
　
　
　
　
　
　
　
え
ん

漢
涼
漢
苑
春
　
　
　
棲
涼
た
り
漢
苑
の
春

　
　
（
自
京
窟
至
鳳
翔
喜
達
行
在
所
三
首
の
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う

　
こ
の
詩
は
、
賊
の
手
中
に
捕
わ
れ
の
身
で
あ
っ
た
杜
甫
が
長
安
か
ら
間
道
を
通
り
抜
け
、
鳳
翔

　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

に
至
り
粛
宗
皇
帝
の
行
在
所
に
到
達
し
た
時
の
喜
び
の
作
で
あ
る
。
こ
の
一
聯
の
対
句
は
、
長
安

城
中
に
捕
虜
と
し
て
あ
っ
た
時
の
悲
し
み
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
胡
茄
の
音
を
耳
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え

夕
は
愁
い
に
沈
み
、
本
来
な
ら
ば
美
し
く
あ
る
べ
き
長
安
の
宮
苑
の
春
の
訪
れ
に
も
、
却
っ
て
荒

廃
の
景
を
目
前
に
し
て
寂
し
く
思
っ
た
が
（
第
二
聯
に
続
く
）
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
前
句
の
「
胡

茄
夕
」
と
後
句
の
「
漢
苑
春
」
が
対
比
さ
れ
る
。
二
黒
に
す
る
「
胡
茄
」
は
、
当
時
に
あ
っ
て
は

人
々
に
愁
い
を
誘
う
の
が
当
然
の
現
象
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
り
、
　
「
胡
」
一
字
で
も
遠
く
離
れ

た
北
方
の
異
国
と
し
て
荒
涼
た
る
景
が
心
を
よ
ぎ
る
思
い
を
表
現
し
、
古
人
も
し
ば
し
ば
詩
に
詠

　
　
　
と
ロ
つ

ず
る
常
套
手
段
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
般
的
で
、
観
念
的
な
愁
い
が
「
胡
」
と
い
う
文
字
か
ら
意

識
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
「
漢
苑
」
の
「
漢
」
は
、
当
時
唐
の
代
名
詞
と
し
て
多
く
使
用
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ば
か

る
。
漢
は
永
遠
の
大
帝
国
で
あ
っ
た
と
の
意
味
か
ら
自
分
の
生
き
る
時
代
唐
の
表
現
を
悼
っ
て
漢

と
置
き
換
え
る
。
い
わ
ば
親
し
い
響
を
持
つ
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
白
居
易
の
長
恨
歌
に
「
漢
皇
重

色
思
傾
國
」
と
あ
る
の
と
同
じ
発
想
で
も
あ
る
。
従
っ
て
「
蝕
甚
春
」
と
は
、
本
来
的
に
完
壁
な

る
べ
き
漢
苑
す
な
わ
ち
唐
の
長
安
の
宮
廷
に
春
が
訪
ず
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
荒
廃
し
た
景
を

眼
前
に
し
て
悲
し
み
が
｝
層
強
く
浸
み
渡
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
対
比
は
、
聴
覚
か
ら
視
覚

へ
の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
杜
詩
五
律
対
句
に
見
ら
れ
る
特
色
す
な
わ
ち
緩
か
な
る
も
の

か
ら
よ
り
急
な
る
も
の
へ
と
焦
点
を
絞
る
傾
向
を
示
し
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
一
般

的
、
観
念
的
愁
い
か
ら
よ
り
厳
し
い
現
実
の
悲
哀
へ
の
進
行
を
表
わ
し
て
お
り
、
そ
の
落
差
を
か

か
る
言
葉
以
外
で
簡
単
に
表
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
「
胡
」
と
「
漢
」
の
対
語
の
意

義
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
杜
甫
対
句
に
使
用
さ
れ
た
地
名
の
対
語
は
、
単
な
る

並
列
的
な
文
字
で
は
な
く
、
五
言
八
句
の
短
詩
の
中
で
時
間
的
・
空
間
的
諸
事
象
の
対
比
を
も
っ

て
、
表
現
不
可
能
な
心
象
を
具
現
化
す
る
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
手
段
で
あ
る
と
言
え
る
。
言
い
換

え
る
な
れ
ば
、
言
葉
で
表
現
し
尽
く
せ
な
い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
の
に
手
っ
取
り
早
い
手
段
で
あ

る
。
こ
れ
は
杜
甫
に
し
て
な
し
得
る
対
句
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
　
「
春
望
」
の
詩
の
中
に
、
特
に
対
句
表
現
に
難
解
な
人
名
・
地
名
・
典
故
は
認
め
ら
れ

な
い
。
又
、
杜
甫
特
有
の
強
引
な
無
理
押
し
の
対
句
表
現
も
見
当
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
「
春
望
」

が
却
っ
て
人
口
に
謄
灸
す
る
｝
因
と
も
な
っ
て
い
る
の
は
皮
肉
で
あ
る
。

國
破
山
河
在

城
春
草
木
深

　
右
は
「
春
望
」
の
第
一
聯
で
あ
る
が
、
第
一
聯
は
例
外
な
く
題
名
（
主
題
）
を
概
略
的
、
説
明

的
に
表
現
す
る
も
の
で
、
五
言
律
詩
の
常
套
手
段
で
あ
る
。
前
に
も
少
し
く
触
れ
た
が
、
こ
の
詩

は
第
一
聯
か
ら
対
句
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
杜
甫
の
五
律
に
あ
っ
て
は
第
一
聯
の
対
句
が
実
に
多

く
、
強
い
て
言
え
ば
杜
詩
五
律
の
特
色
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　
今
、
　
「
学
年
廣
文
門
口
將
軍
山
林
十
首
」
の
各
署
一
聯
の
対
句
表
現
を
例
に
取
っ
て
み
る
。

　
　
〕
［

不
識
南
塘
路

今
知
第
五
橋

　
　
豊

麗
舎
連
詩
竹

疎
籠
帯
晩
花

　
　
因

風
鐙
吹
陰
雪

雲
門
吼
爆
泉

　
　
囲

床
上
書
三
下

階
前
豊
里
雲

し
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う

識
ら
ず
並
製
の
路

今
は
知
る
第
五
橋

官
舎
高
竹
に
連
な
り

疎
籠
晩
花
を
帯
ぶ

　
と
う
風
鐙
陰
型
を
吹
き

　
　
　
　
ほ

雲
門
爆
甲
乙
ゆ

床
上
書
屋
に
連
な
り

階
前
樹
雲
を
払
う

　
　
口

丁
田
風
潭
上

千
章
夏
木
清

　
　
固

剰
水
嚢
照
破

里
山
喝
石
開

　
　
㈹

甘
受
寒
雲
色

菌
陳
黒
蜜
香

　
　
田

幽
笠
懸
不
悔

錦
三
無
奈
何

　
　
　
た
ん

百
頃
風
潭
の
上

千
章
夏
木
清
し

じ
よ
う
　
　
そ
う

聖
水
槍
江
破
れ

　
　
け
つ

残
山
尽
石
開
く

き
よ
く
棘
樹
寒
雲
の
色

い
ん
ち
ん
　
　
ぐ
う
か

菌
翌
春
葡
香
ん
ば
し

　
た
ち
ま
　
　
か
な

幽
翠
忽
ち
憾
わ
ず

　
　
い
か
ん

帰
期
奈
何
と
も
す
る
無
し

一146一3
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以
上
多
少
の
問
題
を
含
む
が
、
十
首
中
八
首
が
第
一
聯
の
対
句
表
現
と
見
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。

杜
甫
の
場
合
、
五
律
に
お
い
て
、
第
一
聯
が
対
句
表
現
で
あ
る
も
の
約
三
一
〇
首
を
数
え
、
五
律

全
噸
数
の
半
数
に
近
い
。
こ
の
よ
う
に
五
型
第
一
聯
に
対
句
が
多
用
さ
れ
て
い
る
例
は
他
の
詩
人

に
は
見
ら
れ
な
い
特
色
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
五
律
に
お
け
る
杜
甫
の
対
句
に
対
す
る
関
心
が

い
か
に
強
い
か
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
　
「
春
望
」
の
第
一
聯
前
句
の
「
國
破
」
の
上
二
字
は
、
世
禄
山
の
戦
乱
で
国
家
の
安
寧

が
損
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
　
「
山
河
在
」
の
下
三
字
は
、
雄
大
な
る
自
然
の
い
ま
だ
存
在
す
る

こ
と
を
述
べ
る
。
五
言
一
句
の
中
で
す
で
に
対
偶
思
考
が
働
き
、
人
事
の
は
か
な
さ
と
自
然
の
永

遠
性
の
対
比
を
示
し
て
い
る
。
後
句
も
同
様
「
城
春
」
・
「
草
木
深
」
が
二
分
さ
れ
、
町
に
楽
し

き
は
ず
の
春
の
訪
れ
が
あ
る
も
人
々
は
戦
い
の
故
に
離
散
し
て
人
影
も
見
当
ら
な
い
。
が
、
し
か

し
自
然
の
草
木
の
み
は
繁
茂
し
て
い
る
と
言
う
。
こ
れ
も
対
偶
思
考
が
働
き
、
人
事
と
自
然
の
対

比
を
前
句
、
後
句
重
ね
て
表
現
す
る
。
第
一
聯
で
は
、
人
事
と
自
然
の
対
比
が
対
句
表
現
に
よ
り

強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
彼
は
人
生
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
自
然
と
の
対

比
の
中
に
よ
り
よ
き
人
生
を
求
め
、
自
己
の
不
遇
を
嘆
き
な
が
ら
も
何
か
を
求
め
て
や
ま
な
い
。

「
春
望
」
の
「
望
」
の
字
は
、
説
文
解
字
に
よ
る
と
「
隠
亡
、
在
外
望
其
還
也
」
と
あ
る
。
　
「
春

望
」
と
は
、
春
の
景
を
た
だ
単
に
対
象
的
に
眺
め
る
の
で
は
な
く
、
戦
乱
に
よ
り
失
わ
れ
た
情
景

を
目
に
し
て
再
び
春
の
喜
び
を
求
め
望
む
こ
と
で
あ
っ
て
、
第
一
聯
の
意
味
に
合
致
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
三
三
五
律
の
対
句
の
一
般
的
な
あ
り
方
か
ら
み
て
、
五
言
一
句
中
の
中
で
上
二
字

と
下
三
字
が
対
偶
関
係
を
示
し
た
り
、
因
果
関
係
を
持
つ
詩
は
見
当
ら
な
い
。
又
、
そ
れ
ま
で
の

詩
人
た
ち
に
も
あ
り
得
な
い
表
現
で
あ
っ
て
、
非
常
に
強
い
印
象
を
与
え
る
特
異
な
表
現
で
あ
る
。

　
さ
て
、
前
句
と
後
句
の
対
語
の
関
係
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

が
、
修
辞
上
で
か
な
り
強
引
な
対
語
使
用
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
が
却
っ
て
過
去
に
見
ら
れ

ぬ
新
鮮
さ
と
な
っ
て
映
る
。
丁
度
俳
人
芭
蕉
の
表
現
上
の
文
法
無
視
と
言
わ
れ
る
立
場
に
似
て
い

る
。
又
、
　
「
破
」
と
「
春
」
と
の
対
語
も
、
い
と
わ
し
い
戦
乱
か
ら
最
も
待
ち
望
ま
れ
る
平
和
な

春
へ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
失
意
か
ら
期
待
へ
の
変
化
と
み
ら
れ
「
春
望
」
の
題
意
が
そ
こ
に
も
感

得
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
音
声
の
問
題
に
少
し
く
触
れ
て
お
く
な
ら
ば
、
　
「
豊
春
」
は
、
　
o
ま
昌
σ
q
－
o
げ
二
子
の
発

声
で
双
声
語
で
あ
る
。
又
、
第
四
聯
の
「
勝
箸
」
も
双
声
語
で
あ
る
。
野
宮
童
謡
に
は
、
双
声
語

・
畳
韻
語
・
重
字
が
そ
れ
ぞ
れ
個
々
に
使
用
さ
れ
る
場
合
は
極
め
て
多
い
が
、
対
句
表
現
の
対
語

と
し
て
は
さ
し
て
多
く
見
当
ら
な
い
。

（
双
声
対
）

（
畳
韻
対
）

（
双
声
畳
韻
対
）

所
思
無
空
闊
　
　
　
向
か
う
所
空
闊
無
く

勇
払
託
死
生
　
　
　
真
に
死
生
を
託
す
に
堪
え
た
り

　
　
（
房
兵
曹
胡
馬
詩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
た

蹉
詑
暮
容
色
　
　
　
蹉
詑
た
る
暮
容
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う

恨
望
好
林
泉
　
　
　
勢
望
す
好
林
泉

　
　
（
重
過
何
氏
五
首
の
五
）

獲
身
思
狡
兎

側
目
似
愁
胡

　
　
（
濫
費
）

　
　
そ
び
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
と

身
を
援
や
か
し
て
狡
兎
を
思
う

　
　
そ
ば

目
を
側
め
て
愁
胡
に
似
た
り

一145一

國
　
破
　
山
河
　
在

↑
　
↑
　
　
↑
　
　
↑

城
　
春
　
草
木
　
深

（
重
字
双
）

　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
ひ
や
や

薫
瀟
古
塞
冷
　
　
　
蒲
々
と
し
て
古
塞
冷
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

漠
漠
秋
雲
低
　
　
　
漠
々
と
し
て
秋
雲
低
る

　
　
（
薫
瀟
古
塞
冷
）

　
前
句
の
「
國
」
・
「
山
河
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
広
が
り
を
持
つ
大
き
な
空
間
か
ら
、
後
句
で

は
「
城
」
・
「
草
木
」
と
い
う
一
層
具
象
化
さ
れ
た
身
近
な
自
然
へ
と
視
点
を
よ
り
絞
っ
て
対
句

を
構
成
す
る
。
こ
れ
は
杜
詩
五
月
対
句
の
最
も
顕
著
な
特
色
で
あ
っ
て
、
前
句
と
後
句
と
は
入
れ

替
え
の
き
か
ぬ
存
在
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
二
聯
・
第
三
聯
の
項
で
詳
細
に
述
べ
る
。

次
に
「
破
」
と
「
春
」
の
対
語
に
関
し
て
は
、
清
水
茂
氏
の
「
中
言
詩
文
論
藪
」
の
中
に
詳
し
い

　
右
の
例
の
如
く
、
双
声
・
畳
韻
が
各
市
の
中
で
対
偶
的
に
用
い
ら
れ
る
場
合
は
極
め
て
少
く
、

重
字
の
如
き
は
、
四
十
八
首
の
対
句
に
使
用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
杜
詩
五

律
の
対
句
で
は
、
音
声
の
単
な
る
繰
り
返
し
を
嫌
う
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
対
句
を
型
に
は
め
た
安

易
な
繰
り
返
し
に
終
ら
せ
な
い
で
、
微
妙
な
変
化
を
求
め
る
の
は
修
辞
上
の
み
な
ら
ず
、
音
声
上

に
お
い
て
も
顕
著
に
表
れ
る
の
で
あ
る
。
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感
時
花
薄
涙

恨
別
鳥
驚
心

（四）

　
第
二
聯
は
、
完
全
な
対
句
で
表
現
さ
れ
、
第
一
聯
を
受
け
て
前
者
の
情
景
を
更
に
細
か
く
具
体

的
に
描
写
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
第
一
聯
の
「
型
破
」
　
（
戦
い
に
よ
る
国
家
の
乱
れ
）
を
第

二
聯
の
「
感
時
」
　
（
戦
乱
の
時
勢
を
自
己
の
心
の
中
に
悲
し
く
受
け
止
め
る
）
で
受
け
、
「
城
春
」

（
町
に
春
が
訪
れ
て
も
人
々
は
離
散
）
を
「
恨
別
」
　
（
戦
火
に
よ
っ
て
自
分
の
妻
子
と
の
別
れ
を

心
底
よ
り
悲
し
む
）
で
受
け
る
。
第
一
聯
の
漠
然
た
る
状
況
描
写
か
ら
第
二
聯
で
は
、
よ
り
身
近

な
情
況
表
現
に
移
る
。
前
句
の
「
花
灘
涙
」
、
後
句
の
「
鳥
黒
藻
」
も
、
第
一
聯
の
内
容
に
比
べ

て
よ
り
具
体
的
で
身
近
な
自
然
描
写
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
重
視
す
べ
き
は
、
第
二
聯
が
第
一
聯
の
自
然
の
単
な
る
細
述
に
の
み
終
ら
ず
、
必
ず
自

己
の
心
情
が
色
濃
く
に
じ
み
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
心
象
表
現
と
な
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
れ
は
杜
詩
五
律
第
二
聯
の
共
通
し
た
表
現
特
色
と
見
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら

と
、
以
前
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
「
花
」
・
「
鳥
」
を
対
象
と
見
る
の
か
、
擬
人
化
と
し
て
捉
え
る

か
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
吉
川
幸
次
郎
氏
の
力
説
さ
れ
る
通
り
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
杜
甫
自
身
は
強
い
て
技
巧
に
注
力
し
た
訳
で
は
な
い
と
思
う
が
、
文
法
的

に
見
て
も
、
第
一
聯
か
ら
く
る
自
然
と
人
事
の
対
比
と
い
う
流
れ
か
ら
し
て
も
、
花
さ
え
も
涙
を

流
し
、
鳥
さ
れ
も
悲
し
み
に
心
を
う
た
れ
て
鳴
く
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
似
た
対
句

表
現
は
、
五
律
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
杜
甫
の
「
絶
句
二
首
」
の
口
に
「
江
碧
鳥
逸
白
、
山
青
花

欲
燃
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
前
句
、
後
句
と
も
上
二
字
と
下
三
字
を
区
分
し
て
い
る
よ
う
に
「
感

時
花
灘
涙
、
恨
別
鳥
驚
心
」
も
前
後
句
と
も
上
二
字
と
下
三
字
で
区
分
し
て
、
上
二
字
は
杜
甫
（
人

間
）
が
主
体
で
、
時
勢
を
愁
い
、
妻
子
と
の
別
れ
を
悲
し
ん
で
い
る
情
況
を
、
そ
し
て
下
三
字
は
、

そ
の
心
で
も
っ
て
見
た
自
然
、
す
な
わ
ち
花
や
鳥
（
自
然
）
さ
え
も
悲
し
み
に
涙
し
、
声
を
発
す

る
と
見
た
方
が
第
一
聯
を
受
け
る
の
に
適
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
人
間
の
心
情
を
通
し
て
見
た

自
然
、
よ
り
人
間
的
、
よ
り
人
間
生
活
に
密
着
し
た
自
然
、
そ
の
自
然
を
杜
甫
は
主
体
的
に
自
己

の
感
情
を
通
し
て
見
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
生
き
た
自
然
、
鼓
動
し
て
い
る
自
然
が
描
か
れ
る

場
合
が
多
い
。
王
維
が
人
間
も
自
然
の
一
点
景
と
し
て
描
く
客
観
的
自
然
と
は
異
り
、
む
し
ろ
杜

甫
の
そ
れ
は
、
人
間
の
心
情
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
主
観
的
自
然
、
更
に
人
間
に
同
化
し
て
描
か

れ
た
自
然
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
さ
て
、
第
二
聯
の
対
句
は
、
第
三
聯
の
対
句
に
も
言
い
得
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
詩

人
の
対
句
と
異
り
、
美
辞
麗
句
の
対
比
で
も
な
け
れ
ば
平
板
な
対
語
の
羅
列
で
も
な
い
。
前
句
と

後
句
の
間
に
は
、
必
ず
主
題
に
向
っ
て
あ
る
感
情
を
高
め
る
流
れ
、
ま
た
は
変
化
が
あ
る
。
こ
れ

こ
そ
杜
詩
対
句
の
妙
味
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
杜
甫
以
前
の
詩
人
の
五
律
第
二
聯
の
対
句
を
挙
げ
て
杜
甫
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ

風
聲
一
因
盛
　
　
　
風
声
一
に
何
ぞ
盛
ん
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
よ

松
枝
一
心
勤
　
　
　
松
枝
一
に
何
ぞ
勤
き

　
　
（
購
廿
日
三
首
の
二
一
劉
公
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
お

零
雨
潤
墳
澤
　
　
　
零
雨
は
墳
沢
を
潤
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
そ

落
雪
漉
林
丘
　
　
　
落
雪
は
林
丘
に
淵
ぐ

　
　
（
西
里
過
風
献
康
樂
－
謝
恵
連
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
く
　
　
ひ
ら

山
桃
登
紅
葛
　
　
　
山
桃
は
紅
尊
を
発
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
つ
　
　
　
ほ
う
　
　
す
す

野
上
漸
紫
苞
　
　
　
野
蕨
は
紫
苞
を
漸
む

　
　
（
酬
從
弟
恵
連
五
首
の
五
i
謝
籔
運
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

悉
無
隠
花
飛
　
　
　
乱
撃
は
花
に
隠
れ
て
飛
び

蚊
蝶
皆
空
戯
　
審
は
空
に
饗
・
て
戯
れ
る

　
　
（
石
頭
答
庚
郎
丹
－
嘱
望
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
こ

樹
樹
下
秋
色
　
　
　
樹
虫
干
く
秋
色
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
　
　
き

山
山
唯
落
暉
　
　
　
山
々
唯
落
暉
あ
り

　
　
（
野
望
－
王
績
）

郭
門
臨
岸
頭
　
　
　
郭
門
渡
頭
に
臨
み

村
樹
連
三
口
　
　
　
村
樹
渓
口
に
連
な
る

　
　
（
新
二
曹
望
－
王
維
）

以
上
の
よ
う
に
杜
甫
以
前
の
五
律
第
二
聯
に
見
え
る
対
句
は
、

　
　
　
　
は
ん
ち
ゅ
う

お
お
む
ね
同
範
疇
に
視
点
を
置
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も　　

こ陪回出
三機首門
一等白蝦
・文雲水
，遊多住
，何

1將
1軍
　　こ⊇山首夷門
一五をを
・十回導出
’首らづ
一のせれ
：十ばば
）） 苧ｬ
）　雲水
1　　　濯7　’」v’

どい
うた
か　’

。い

　わ
　攣
　畢

　霊

　鵠

　薪

　憲

　疾

　L｝

明秀龍加

こ
れ
に
対
し
て
杜
詩
興
律
の
第
二
聯
対
句
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど

　
　
　
出
門
流
水
住
　
　
　
門
を
出
つ
れ
ば
流
水
住
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
べ
　
め
ぐ

　
　
　
回
首
白
雲
多
　
　
　
首
を
回
ら
せ
ば
白
雲
多
し

　
　
（
陪
鄭
廣
文
相
何
將
軍
山
林
十
首
の
十
）

　
「
流
水
住
」
か
ら
「
白
雲
多
」
へ
、
す
な
わ
ち
視
点
が
下
方
の
景
か
ら
上
方
の
景
へ
、
近
景
か

ら
遠
景
へ
と
移
り
、
足
下
を
見
る
と
水
は
流
れ
を
止
め
、
振
り
向
く
と
白
雲
は
山
の
か
な
た
か
ら

湧
き
出
る
よ
う
に
私
の
帰
路
を
と
ざ
し
て
い
る
。
静
と
動
と
の
対
比
で
も
あ
る
。

　
　
　
生
還
今
日
事
　
　
　
生
還
今
日
の
事

　
　
　
間
道
暫
時
人
　
　
　
間
道
暫
時
の
人

　
　
　
　
　
（
自
京
窟
至
鳳
翔
喜
達
行
在
所
三
首
の
二
）

　
前
句
は
、
生
き
て
帰
っ
た
今
日
の
喜
び
で
、
後
句
は
、
間
道
を
逃
げ
回
っ
た
過
去
の
い
ま
わ
し

い
思
い
出
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
時
間
的
に
現
在
と
過
去
と
の
対
比
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
乱
雲
低
薄
暮
　
　
　
乱
雲
薄
暮
に
低
れ

　
　
　
急
雪
舞
廻
風
　
　
　
急
雪
廻
風
に
舞
う

　
　
　
　
　
（
封
雪
）

　
前
句
は
、
幾
重
に
も
垂
れ
こ
め
た
暗
雲
の
夕
、
後
句
は
、
身
近
に
白
き
風
雪
の
舞
う
景
を
述
べ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
暗
と
明
、
静
と
動
、
遠
景
と
近
景
と
の
対
比
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ

　
　
　
星
垂
平
野
闊
　
　
　
星
垂
れ
て
平
野
闊
く

　
　
　
嘉
暦
大
江
流
　
　
　
月
湧
い
て
大
江
盗
る

　
　
　
　
　
（
湯
量
書
懐
）

　
「
垂
垂
」
は
大
空
一
面
に
広
が
る
星
に
対
し
て
上
方
か
ら
下
方
へ
の
、
そ
し
て
「
月
湧
」
は
一

点
に
絞
ら
れ
た
視
点
が
下
方
か
ら
上
方
へ
向
っ
て
い
く
。
　
「
平
野
闊
」
と
「
大
江
流
」
は
、
平
面

と
線
、
静
と
動
と
の
対
比
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

山
虚
風
落
石

棲
静
月
侵
門

　
　
む
な

山
は
虚
し
く
し
て
風
は
石
を
落
し

楼
は
静
か
に
し
て
月
は
門
を
侵
す

　
　
　
　
　
（
西
閣
棲
）

　
こ
れ
は
遠
景
と
近
景
、
聴
覚
と
視
覚
、
暗
と
明
の
対
比
を
表
現
の
内
に
潜
め
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
杜
詩
五
律
の
対
句
は
、
第
二
聯
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
聯
に
お
い
て
変
化
に

富
み
退
屈
で
な
い
。
こ
の
こ
と
は
自
然
を
漠
然
と
眺
め
る
の
で
は
な
く
常
に
五
官
を
働
か
せ
、
よ

り
緊
張
し
た
感
情
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
。

　
「
春
望
」
の
第
二
聯
「
感
時
花
灘
涙
、
恨
別
鳥
驚
心
」
に
お
い
て
も
、
視
覚
と
聴
覚
の
対
比
を

通
し
て
視
点
が
下
方
か
ら
上
方
の
一
点
に
焦
点
が
絞
ら
れ
、
静
的
な
景
色
か
ら
動
的
な
空
間
に
走

り
、
　
「
感
時
」
　
（
戦
乱
の
時
勢
を
思
う
心
）
か
ら
「
恨
別
」
　
（
家
族
と
の
別
れ
を
悲
し
む
心
）
へ
、

す
な
わ
ち
緩
慢
な
感
情
が
よ
り
具
体
的
で
身
近
な
事
象
に
集
中
さ
れ
て
緊
張
感
を
与
え
る
の
で
あ

る
。
杜
詩
五
律
の
第
二
聯
の
対
句
は
、
人
間
生
活
に
密
着
し
た
主
体
が
自
然
を
借
り
て
、
よ
り
身

近
に
自
己
の
感
情
を
具
現
化
し
て
一
層
の
緊
張
感
を
醸
し
出
す
と
こ
ろ
に
他
の
詩
人
と
異
る
特
色

を
持
つ
。

峰
火
連
三
月

家
書
抵
萬
金

　
第
三
聯
も
対
句
表
現
で
あ
り
、
第
二
聯
の
自
然
描
写
な
い
し
は
心
象
風
景
を
更
に
深
め
、
自
己

中
心
の
心
情
を
吐
露
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
然
的
な
も
の
か
ら
よ
り
人
間
的
な
も
の
、
よ
り
身
近

い
具
象
表
現
へ
と
転
換
し
て
い
く
。
こ
の
聯
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
春
三
か
月
間
の
長
き
に
渡
り
戦

火
に
さ
ら
さ
れ
、
今
賊
中
に
あ
る
が
故
に
妻
子
か
ら
の
手
紙
は
何
物
に
も
代
え
難
い
値
打
ち
を
持

つ
。
つ
ま
り
、
妻
子
の
安
否
に
心
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
さ
て
、
第
三
聯
の
対
句
も
第
二
聯
で
述
べ
た
よ
う
に
平
板
的
な
羅
列
で
な
く
屈
曲
し
て
い
て
心

情
を
一
点
に
凝
集
し
よ
う
と
す
る
作
用
が
あ
る
。
　
「
峰
火
」
・
「
三
月
」
の
前
句
か
ら
後
句
の
「
家

書
」
・
「
萬
金
」
と
漠
然
た
る
事
件
か
ら
よ
り
身
近
な
具
象
化
さ
れ
た
対
語
へ
と
焦
点
を
絞
る
。

す
な
わ
ち
時
勢
の
流
れ
か
ら
妻
子
に
対
す
る
思
慕
の
情
へ
と
変
化
す
る
。
こ
の
場
合
、
「
連
三
月
」

は
陰
暦
三
月
の
時
点
と
し
て
言
い
切
る
よ
り
、
春
三
か
月
間
続
く
と
解
釈
す
る
方
が
よ
り
漠
然
と

し
た
広
が
り
か
ら
「
抵
萬
金
」
と
い
う
具
体
的
で
よ
り
身
近
な
も
の
へ
の
感
情
凝
集
に
役
立
ち
、

前
句
、
後
句
の
杜
甫
の
対
句
の
流
れ
か
ら
も
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
三
聯
で
は
前
句
と
後
句
が
因
果
関
係
に
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
峰
火
が
三
か
月

6
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間
も
続
く
故
に
家
書
が
万
金
に
当
た
る
訳
で
あ
っ
て
、
前
句
と
後
句
の
入
れ
替
え
は
全
く
き
か
な

い
。
一
般
に
杜
詩
五
律
の
対
句
は
．
勿
論
音
声
面
の
制
約
も
あ
る
が
、
意
味
内
容
の
流
れ
の
面
に

お
い
て
入
れ
替
え
の
き
か
ぬ
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。

自
失
論
文
友

空
知
費
酒
櫨

　
　
（
贈
高
式
顔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

文
を
論
ず
る
友
を
失
い
て
自
り

む
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
お
り

空
し
く
知
る
売
酒
の
櫨

「春望」を通して見た杜詩五律の対句についての考察

　
　
霧
樹
行
相
引
　
　
　
霧
樹
行
く
ゆ
く
遅
い
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ま
ち

　
　
　
連
山
望
忽
開
　
　
　
連
山
望
み
は
忽
ち
開
く

　
　
　
　
　
（
自
京
窟
至
鳳
翔
喜
達
行
在
所
三
首
の
一
の
第
三
聯
）

　
霧
が
か
っ
た
道
の
並
木
に
導
か
れ
て
進
ん
で
行
く
う
ち
に
、
た
ち
ま
ち
連
山
の
眺
望
が
目
の
前

に
開
か
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
時
間
的
流
れ
に
沿
っ
た
表
現
で
前
句
と
後
句
の
入
れ
替
え
は
不
可
能

で
あ
る
。

　
　
　
親
朋
無
一
字
　
　
親
朋
一
字
無
く

　
　
　
老
病
有
孤
舟
　
　
　
老
病
孤
舟
有
り

　
　
　
　
　
（
登
缶
陽
槙
の
第
三
聯
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う

　
こ
れ
も
親
族
、
朋
友
か
ら
の
便
り
の
な
い
故
、
た
だ
一
人
一
艘
の
小
舟
に
身
を
託
す
孤
独
な
杜

甫
の
姿
が
結
論
で
き
る
の
で
あ
り
、
入
れ
替
え
て
は
な
ら
な
い
。
入
れ
替
え
が
き
か
ぬ
と
言
え
ば
、

こ
の
第
三
聯
に
流
水
対
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。
流
水
対
と
は
、
前
句
と
後
句
の
二
句
を
も
っ
て
初

め
て
一
つ
の
意
味
を
持
つ
対
句
で
あ
っ
て
、
当
然
そ
の
入
れ
替
え
は
不
可
能
で
あ
る
。
二
心
を
も

っ
て
一
つ
の
意
味
を
持
た
せ
る
表
現
は
、
｝
般
に
は
対
句
を
必
要
と
し
な
い
第
四
聯
に
使
用
さ
れ

る
場
合
が
普
通
で
、
　
「
春
望
」
の
第
四
聯
「
白
頭
掻
更
短
、
渾
欲
不
勝
箸
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
杜

詩
五
律
に
あ
っ
て
は
、
第
二
聯
に
「
遙
憐
小
見
女
、
未
解
憶
長
安
」
　
（
月
夜
の
第
二
聯
）
の
如
く

流
水
対
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
し
、
第
三
聯
に
も
か
な
り
多
く
の
流
水
対
の
使
用
が
認
め

ら
れ
る
。
次
に
そ
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

側
想
美
人
意

慮
悲
寒
梵
沈

　
　
（
銅
瓶
）

ほ
の
か
側
に
想
う
美
人
の
意

ま
さ
　
　
　
　
し
ゆ
う

応
に
寒
梵
の
沈
め
る
を
悲
し
む
な
る
べ
し

　
　
　
聞
最
好
龍
種
　
　
　
聞
く
な
ら
く
真
の
品
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
く
そ
う

　
　
　
仰
残
老
繍
騙
　
　
　
傍
ち
老
い
た
る
髄
騙
に
残
す

　
　
　
　
　
（
秦
州
雑
詩
二
十
首
の
五
）

　
流
水
対
に
つ
い
て
は
、
杜
甫
は
第
二
聯
、
第
三
聯
に
お
い
て
割
合
自
由
に
使
用
し
て
い
る
が
、

彼
以
前
に
お
い
て
は
対
句
を
必
要
条
件
と
す
る
第
二
、
第
三
聯
に
お
け
る
使
用
が
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
。
こ
こ
で
も
杜
詩
五
律
の
対
句
の
あ
り
方
が
、
単
な
る
言
葉
の
並
列
的
あ
や
に
終
っ
て
い

な
い
こ
と
が
感
得
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
杜
詩
五
律
の
第
二
聯
が
大
方
外
的
自
然
の
描
写
と
す
れ
ば
、
第
三
聯
の
対
句
は
、
内
的

心
情
の
表
白
で
あ
り
、
そ
の
前
句
と
後
句
と
の
結
び
付
き
が
特
に
密
接
で
、
前
句
か
ら
後
句
へ
と

向
っ
て
核
心
に
迫
っ
て
焦
点
を
絞
り
、
自
己
中
心
の
感
情
に
緊
張
感
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
。

白
頭
掻
更
短

渾
欲
不
勝
箸

V’it．）

一142一

第26巻

野
老
來
看
客
　
　
　
野
老
来
っ
て
客
を
見

河
魚
主
取
銭
　
　
　
河
魚
銭
を
取
ら
ず

　
　
（
陪
塚
廣
文
遊
何
將
軍
山
林
十
首
の
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
お

何
日
箔
微
小
　
　
　
何
の
日
か
微
禄
に
霧
い

篇
山
買
薄
田
　
　
　
山
に
帰
り
て
薄
田
を
買
わ
ん

　
　
（
重
過
型
通
五
首
の
五
）

　
彼
四
十
六
才
、
や
っ
と
役
人
に
な
っ
た
自
分
は
賊
中
に
捕
わ
れ
の
身
、
心
労
に
よ
り
年
老
い
て

感
じ
る
悲
し
さ
を
歌
っ
て
い
る
。
後
句
の
「
不
勝
管
」
と
は
、
白
髪
が
抜
け
落
ち
役
人
の
冠
を
留

　
か
ん
ざ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
て

め
る
箸
が
使
用
で
き
ぬ
を
言
い
、
再
び
役
人
と
な
っ
て
生
活
の
糧
を
得
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
り
、

国
家
に
忠
誠
を
尽
し
得
な
い
自
己
を
嘆
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
本
意
は
嘆
き
の
み
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
再
び
役
人
と
し
て
名
を
成
し
た
い
と
い
う
願
望
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
願
望
こ

そ
「
春
望
」
と
題
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
「
春
望
」
の
結
論
で
あ
る
。

　
さ
て
、
杜
詩
五
律
は
第
一
聯
か
ら
第
四
聯
ま
で
各
聯
が
系
統
的
に
結
ば
れ
、
外
的
な
も
の
か
ら

7
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内
的
な
も
の
へ
と
収
束
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
流
れ
の
中
で
対
句
の
働
き
は
大
き
く
、
感
情
の
求
心

的
作
用
を
果
た
し
、
大
い
に
全
体
の
流
れ
に
効
果
を
与
え
る
。
又
、
形
式
上
第
一
聯
も
対
句
表
現

を
使
用
す
る
場
合
が
極
め
て
多
く
、
そ
の
上
地
名
・
入
戸
の
対
語
が
対
句
に
多
用
さ
れ
る
と
い
う

特
色
も
あ
る
が
、
特
に
第
二
聯
と
第
三
聯
の
対
句
関
係
は
、
広
が
り
を
持
っ
た
自
然
の
情
景
か
ら

よ
り
緊
張
し
た
自
己
の
心
情
表
現
に
流
れ
、
し
か
も
各
聯
の
対
陣
に
は
、
前
旬
と
後
旬
の
間
に
空

間
的
・
時
間
的
ま
た
は
外
的
（
自
然
）
・
内
的
（
人
間
感
情
）
諸
事
象
に
関
す
る
展
開
が
見
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ
う

る
。
そ
れ
は
単
な
る
美
辞
麗
句
の
羅
列
の
如
き
冗
長
に
陥
ら
ず
、
抵
抗
を
感
じ
な
い
程
に
微
妙
な

変
化
が
あ
り
、
常
に
漠
然
た
る
も
の
か
ら
よ
り
身
近
な
も
の
へ
と
視
点
を
移
し
焦
点
を
絞
っ
て
、

切
迫
し
た
感
情
を
表
す
。
し
か
も
そ
の
根
底
に
は
、
常
に
自
然
（
永
遠
性
）
対
人
事
（
は
か
な
さ
）
、

あ
る
べ
き
姿
（
理
想
）
対
否
定
さ
る
べ
き
時
勢
（
現
実
）
等
の
普
遍
的
対
偶
観
念
が
潜
ん
で
い
る

の
も
特
筆
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
対
偶
観
念
か
ら
く
る
喜
怒
哀
楽
の
感
情
は
、
特
に
東
洋
人

に
と
っ
て
い
つ
の
時
代
に
も
提
起
さ
れ
る
、
言
わ
ば
普
遍
的
・
永
遠
的
関
心
事
で
あ
り
、
そ
れ
を

い
か
に
詩
に
て
表
現
す
る
か
は
詩
人
の
力
量
で
あ
る
。
杜
甫
は
、
対
句
表
現
に
お
い
て
そ
の
妙
を

巧
み
に
表
し
得
た
唯
【
の
詩
人
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
「
春
望
」
を
借
り
て
、
そ
の
解
説
と
同
時
に
童
詩
五
壇
の
対
句
に
関
し
て
修
辞
面
に
重
点

を
置
い
て
の
特
色
を
考
察
し
た
次
第
で
あ
る
。
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要
旨
」

　
対
句
の
あ
り
方
は
二
面
か
ら
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
は
、
各
聯
に
あ
る
対
句
（
前
句
と

後
句
の
関
係
）
そ
の
も
の
の
意
味
す
る
も
の
、
又
、
そ
の
一
は
、
詩
全
体
の
流
れ
に
お
け
る
対
句

の
働
き
で
あ
る
。
今
そ
の
頂
点
に
立
つ
と
思
わ
れ
る
「
春
望
」
を
例
に
挙
げ
、
杜
甫
の
五
言
律
詩

全
般
と
比
較
対
照
し
な
が
ら
そ
の
妙
味
を
探
っ
て
み
た
。

　
一
般
的
に
杜
詩
五
律
に
は
、
必
要
条
件
と
さ
れ
な
い
第
一
聯
に
対
句
が
多
く
見
ら
れ
、
又
、
対

句
に
典
故
、
人
名
、
地
名
（
事
実
の
知
識
な
く
し
て
理
解
し
難
い
）
が
多
用
さ
れ
る
特
徴
も
あ
る

が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
対
句
そ
れ
自
体
に
自
然
の
永
遠
性
と
人
事
の
は
か
な
さ
、
理
想
と
現
実
と

い
っ
た
普
遍
的
対
偶
観
念
が
根
底
に
あ
っ
て
、
大
方
外
面
的
事
象
の
漠
然
た
る
も
の
か
ら
内
面
的

心
情
の
よ
り
凝
集
さ
れ
た
も
の
へ
と
流
動
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
　
「
春
望
」
を
例
と
し
て
も
分

る
よ
う
に
、
各
聯
の
関
係
は
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
第
一
聯
か
ら
第
二
聯
へ
の
移
行
が
よ
り
具
体
的

で
身
近
な
自
然
描
写
へ
と
向
い
、
更
に
第
三
聯
で
は
第
二
聯
よ
り
明
確
に
核
心
に
迫
り
自
己
の
心

情
を
強
く
訴
え
よ
う
と
す
る
。
各
聯
の
系
統
的
な
流
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
対
句
の
案
出
そ
し
て
対
句

を
詩
全
体
の
流
れ
に
い
か
に
作
用
さ
せ
る
か
。
こ
の
二
点
の
組
み
合
わ
せ
の
妙
を
「
春
望
」
を
そ

の
代
表
と
し
て
杜
詩
五
律
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
九
二
年
四
月
十
日
受
理

　
　
楽
（
一
般
教
養
科
）
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